
平成２９年度（第１回）

鹿児島県跨道橋連絡会議

平成29年７月１２日（水）

鹿児島県市町村自治会館
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規約改正
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規約改正
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鹿児島県跨道橋連絡会議について
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管理者別の道路延長と橋梁およびトンネル数跨道橋連絡会議の位置付け

対象施設の管理者及び関係
する道路管理者間で協議・調
整を行うことにより、対象施設
の予防保全・老朽化対策の強
化等を図る
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占用物件の安全確認の徹底について
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占用物件の安全確認の徹底について
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占用物件の安全確認の徹底について
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管理者別の道路延長と橋梁およびトンネル数定期的な点検･近接目視の必要性

■遠望目視では死角が生じてしまう

近接目視であれば、死角となっている箇所の損傷を発見でき、触診や打音検査を併用することに
よって正確な診断を行うことが可能

■目視だけでは、うき等を発見することは困難

遠望目視での死角

死角となっている箇所で損傷を発見

変色部の打音検査 PCケーブルの下面の空隙発見

ボルトの緩み
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跨道橋の耐震化 第57回 基本政策部会 資料（抜粋）

※道路法の橋梁
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鹿児島県緊急輸送道路
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施設の概要及び点検状況について
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鹿児島県 跨道橋管理者毎のリスト （平成２８年１１月時点）
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（平成２８年１１月時点）鹿児島県 跨道橋管理者毎のリスト
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（平成２８年１１月時点）

次回の跨道橋連絡会議までにフォローアップを行いますので、ご協力をお願いいたします。

鹿児島県 跨道橋管理者毎のリスト
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